
令和５年度 相生市少年育成センターだより              令和 5年 9月 1日   第 54号 

 

 

               

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 相生市緑ヶ丘 4 丁目 5-5 

電話 0791-23-5070 FAX 0791-22-7211 

E-mail  ikusei-aioi@bz03.plala.or.jp 

還付金詐欺  
◆具体的な手口 
①ある日、自宅の電話に役所の 

職員を語る者から電話がかか 

ってきました。 

②電話の内容は「医療費の還付

金があるので、すぐにATMへ

行き、手続きをとってくださ

い」ということでした。 

③早速近くの ATM へ行き、携

帯電話で指示された通り

ATMを操作しました。 

④その後、通帳残高を確認する

とお金を騙し取られていたこ

とが分かりました。 

架空料金請求詐欺(1) 
◆具体的な手口 
①ある日、インターネットを閲 

覧中、突然パソコンから警告 

音が鳴り出し、「ウィルスに感 

染した」とメッセージが表示 

されました。 

②画面に表示された連絡先に連

絡すると「ウィルス対策を行

います。サポート費用が必要

です」と言われました。 

 

 

 

 

 

 

 

  先月、県警本部生活安全部の方から「特殊詐欺の現状について」のお話を聞く機会がありました。 

兵庫は詐欺被害が全国でワースト６位だそうです。相生市内や近隣の市町でも高齢者の被害が増加している
と聞きます。そこで、最近多発している詐欺の手口等を紹介します。(兵庫県警察犯罪抑止対策室リーフレット引用) 

            

防犯力チェックで、あなたの防犯力を診断しましょう！ 

 次の設問に はい/いいえ で答えるだけで、あなたの防犯力を診断します。 

診断結果をもとにあなたと大切な家族の防犯意識を高め、詐欺被害を防ぎましょう。 

 1問目  「誰にも相談せずにものごとを決めることが多い」          □はい □いいえ 

 2問目  「拝まれるようお願いされると弱い」                □はい □いいえ 

 3問目  「おだてにめっぽう弱いほうだ」                  □はい □いいえ 

 4問目  「ありえない話でもいい内容だと気になってしまう」         □はい □いいえ 

 5問目  「多少損をしても相手を怒らせたくない」              □はい □いいえ 

 6問目  「自信たっぷりにいわれると納得してしまうほうだ」         □はい □いいえ 

7問目  「専門家や肩書きがすごい人の意見には従ってしまう」        □はい □いいえ 

 8問目  「どんな相手からの電話でも最後まで話をきくほうだ」        □はい □いいえ 

 9問目  「試着や試食をしたためについ買ってしまったことがある」      □はい □いいえ 

10問目  「親友のすすめならとりあえず話は聞く」              □はい □いいえ 

                  ※診断結果は裏面をご覧ください。 

(警視庁「特殊詐欺対策ページ」より引用) 

 

架空料金請求詐欺(2) 
◆具体的な手口 
①ある日、携帯電話に知らない 

番号から「ご利用料金のお支 

払いが完了していません。本 

日中にサポートセンターまで 

ご連絡ください」というメッ 

セージが届きました。 

②表示された連絡先に電話する 

と「本日中に支払わなければ裁

判になる」などと言われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆防犯ポイント 
・ＡＴＭを操作して還付金の

手続きはできません。 
・「還付金」と言われれば、ま

ずは電話を切って、家族や

警察に相談しましょう。 

・役所から「還付金がありま

す」と電話がかかってくる

ことはありません。 

◆防犯ポイント 
・画面に表示された連絡先には電話しないで下さい。 

・身に覚えのない料金請求のメッセージが届いた場合は、家族や警 

察に相談して下さい。 

・ニセ画面が表示されたら、画面を閉じるか電源を切って下さい。 

・「コンビニで○○カードを買って」と言われたら詐欺です。 

③連絡先の相手は、ATMでの振込やコンビニで○○カードを購 

入して支払うように言ってきました。 

④指示通りに○○カードを買い、裏面に記載された認証番号を伝 

えると、買ったカードの利用権を騙し取られてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市内小学生 14 人、中学生 9 人、そして引率の小中の先生方も加わり、兵庫県立大竹内准教授の指導の
もと、9 人の大学生のサポートを受けて開かれました。4 時間にわたり、考え、自主的に発言し、他の考
えを聞き、またさらに考える、といった具合に、見ていても大変中身の濃い時間でした。 

◆ケータイスマホ・サミット   <８月 28日(月) 相生市文化会館中ホールにて> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「親切のグルグルまわし」                    神戸新聞『正平調』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯力チェックの診断 

 〇「はい」の数が 7～10 の場合⇒ すきだらけの典型的なだまされ体質 のレベル 

 〇「はい」の数が  4～6 の場合⇒ 言いなりになりがちな「お人好し」 のレベル 

 〇「はい」の数が  1～3 の場合⇒ 自己防衛できる疑い深い慎重派 のレベル 

 〇「はい」の数が    0  の場合⇒ みんなを守る「家族の絆」の主役 のレベル 
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サミットの中身としては、アイスブレイクのゲームで、参加者の緊張をほぐすとともに、参加者の連帯
感を生み出した後、「ネットの良いところ・悪いところ」を意見交換したのち、「相生市の子どものネット
の現状」を知った上で、「相生市のネット問題を改善するために ①先生に ②親に ③相生市に ④自
分たちに への提言を作成しました。一例をあげると、(親へ)「親もスマホについて知って」(先生へ)
「もう少し先生が慣れてから授業して」(相生市へ)「勉強に使いやすいようにルールを見直して」(自分た
ちへ)「ネットをもっと勉強に生かして」などなど・・・・その他の提言やサミットの様子については、
第４３回青少年健全育成市民大会（２０２４．１．２８）で詳しく紹介します。 

☆子どもたちが自主的に、活発に、自分の意見を言っていたけど、普段から、こんないろんな意見を周りの
大人が引き出せていただろうか？ また、受け止められていただろうか？ 

☆参加者は精一杯考えてくれた。これを広め、実現に近づけるのは、周りの私たち大人でしょうと思った。 



 

 


